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平
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20
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制
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を
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し
た
。平
成

安全で安心なまちづくり

福祉の充実

環境の保全及び都市景観の形成

文化及びスポーツの振興 産業及び観光の振興

「耳とことばの相談」で使用す

る聴覚診断用の機器を購入

施設紹介や分

別の説明をする

ためのビデオと

子ども向けパン

フレットを作成

交通事故防止に効果的な黄色

い帽子を新入学児童に配布

安全で快適な環境を維持するため

市民プールに清掃用水中ロボットを導入

友好交

流都市・

島根県飯

南町と親睦を深めるための青少

年交流ツアーを開催

AED 推進事業 生活支援事業

分別排出等促進啓発事業

姉妹都市親善事業交通安全指導事業 スポーツ施設管理運営事業
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途
を
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目
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中

か
ら
選
ん
で
い
た
だ
き
、皆
さ
ま
の
「
想

い
」を
、こ
れ
か
ら
の
大
村
市
が
発
展
し

て
い
く
た
め
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と
し
て
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市
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事
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に
活
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て
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ま
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・教育の充実

・市民協働の推進

・その他おおむらの将来に寄

みなさん
ありがとう
ございます

・

  与するもの…平成28年度
実施事業なし
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始
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ま
し
た

7/19
　　　長・市議会議長をはじめ、地元選出県議会
　　　議員などが県庁を訪れ、県の施策に関する
要望書を提出しました。今年は6項目を要望。そのう
ち、国道34号大村～諫早間の新規事業化・整備
促進、県道大村外環状線の整備促進、長崎空港
の利便性向上の3項目を重点的に要望しました。
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 8/4
　　　好交流都市である、島根県飯南町とふる
　　　さと納税返礼品を融通しあう協定を締結
しました。大村市からは干物とめんたいこが、飯南
町からは日本酒とそばが、それぞれのふるさと納
税返礼品リストに掲載され、特産品を通じて両市
町の更なる交流を行います。

友

町
内
会
加
入
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の
増
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を
目
指
し
て

←
飯
南
町
（
塚
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副
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長
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と
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で
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ま
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た
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市
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で
協
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し

　
ま
し
た

乗り合いタクシー出発式

県知事・県議会議長要望

飯南町とのふるさと納税返礼品連携協定締結

町内会加入促進に関する協定締結 7/13
　　　妹都市の米国サンカルロス市から学生２人
　　　がホームステイに来日しました。この日、サンカル
ロス市とポルトガル共和国シントラ市に大村市から
ホームステイする中学・高校生6人と一緒に市長を
表敬訪問。サンカルロス市からの学生は滞在中、大
村市内の視察や文化体験などを行いました。

姉

←
お
互
い
の
国
や
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を
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り

　
交
流
を
深
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ま
し
た

サンカルロス市学生・ホームステイ参加者が訪問

 7/7
　　　災関係機関や地域の代表者、学識経験
　　　者などで組織する「防災会議」を開催しまし
た。今回の会議では、地域防災計画の修正や総合
防災訓練などについて説明。その後、長崎地方気
象台の「夏の天気と台風」と題した講演があり、出席
者はこれからの災害に備えました。

防

←
万
が
一
に
備
え
防
災
に
つ
い

　
て
考
え
ま
し
た

防災会議

　　　共交通機関の利用が不便な交通空白地
　　　の解消を図るため、「乗り合いタクシー」の
実証運行を松原・福重地区と荒平・水計地区で
開始。運行初日には、地元の利用者などが訪れま
した。今後、地域住民の通院や買い物など、日常
の交通手段として活用されます。

公

交
流
を
深
め
お
互
い
の
魅
力
を
知
る

　　　は、長崎県宅地建物取引業協会大村支
　　　部、全日本不動産協会長崎県本部、大村
市町内会長会連合会の4者で、町内会加入促進
に関する協定を締結。住宅の販売・賃貸などの契
約時に、入居者へ案内チラシを配布するなど、協力
して町内会加入者の増加を目指します。
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■ふるさと物産室（内線292）
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